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よくある質問と回答（2025年11月分） 

 

 

日頃より、当社に関心をお寄せいただきありがとうございます。先月及び決算説明会後に、投資家様よ

りいただいた主なご質問とその回答について、下記の通り公表いたします。 

 

 

記 

 

詳細につきましては、別紙をご参照ください。 

 

なお、本公表は投資家様への情報発信の強化とフェアディスクロージャーを目的とするものです。 

 

回答内容については、時点のずれによって多少の齟齬が生じる可能性がありますが、直近の回答内容を

最新の当社方針として回答を記載しております。 

 

 

以　上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2025年12月24日 

株式会社ROXX 

（コード：241A、グロース市場） 

 

 

Q１．キャリア・アドバイザーの採用や育成の進捗に問題ないのかを教えてください 

 

A１．主力事業の成長を支えるキャリア・アドバイザーの採用および育成については、当初の計画通り極め

て順調に進捗しております。組織基盤は着実に強化されており、今後の成長に向けた準備に懸念はござい

ません。 

 

Q２．第1四半期の減収（QoQ）は、どのような背景なのかを教えてください 

 

A２．第1四半期の減収（QoQ）は、主に事業ポートフォリオの最適化（非注力事業の整理）によるもので

す。具体的には、back check事業の事業譲渡（エン・ジャパン株式会社）および、パーソルキャリア株式

会社との求人連携解消に伴う売上高の剥落が主な要因です。なお、パーソルキャリア株式会社との求人連

携解消に伴う影響は2026年9月期の第2四半期までには収束する見込みでございます。 

 

一方で、今後の成長戦略として、Zキャリアプラットフォームでは収益性を重視したアライアンスを継続し

つつ、パートナー紹介会社の「1人あたりGMV」の向上に注力いたします。具体的には、自社で培ったキャ

リア・アドバイザーの育成ノウハウをプラットフォーム側にも本格展開し、パートナー各社の生産性を引

き上げることで、プラットフォーム全体の収益力強化を図ってまいります。 

 

Q３．キャリア・アドバイザーの生産性向上を追い求める中でも、コンプライアンス・品質の維持するため

に、どのようなことを実施しているのかを教えてください 

 

A３．当社では、生産性向上の大前提として「情報の安全管理」と「全従業員のコンプライアンス意識」が

不可欠であると考え、ハード・ソフト・テクノロジーの3点から強固なガバナンス体制を構築しています。 

 

●​ 厳格な情報管理体制（ハード面）：個人情報を取り扱う事業者として、情報の外部漏洩、不適切

な利用、改ざんを防止するため、システムへのアクセス権限を必要最小限に限定しています。ま

た、「個人情報保護規程」の制定に加え、ISMS（ISO/IEC 27001）およびプライバシーマークの認

定を取得。国際標準に基づいた保護措置を講じることで、面談の品質を支える安全なインフラを

維持しています。 

 

●​ 徹底した社内教育（ソフト面）：仕組みの導入に留まらず、全従業員を対象としたコンプライア

ンス教育を徹底しています。関連法令やガイドラインの遵守を組織文化として浸透させること

で、各アドバイザーが高い倫理観を持ち、自律的にリスクを回避しながら効率的に業務を遂行で

きる環境を整えています。 

 

●​ 最新のテクノロジー活用（DX面）：さらなる品質維持・向上のため、生成AIによる面談内容の解

析やフィードバックの自動化を導入しました。これにより、人間によるモニタリングだけでは捉

えきれない多角的な視点から、コンプライアンスチェックや面談スキルの平準化をリアルタイム

で行う体制を整えています。 

 

このように、外部認証に裏付けられた「管理体制」、文化としての「教育」、そして「最新テクノロ

ジー」を掛け合わせることで、生産性の追求と、求職者・企業双方が安心して利用できるサービス品質を

高い次元で両立させております。  



 

～ユーザーの転職事例のご紹介～ 

 

 

 


